
第５学年 社会科学習指導案

日 時 平成２１年１０月１日（木） ４校時

児 童 ５年児童 男１３名 女７名 計２０名

場 所 一関市立涌津小学校 ５年教室

指導者 小野寺 英

１ 単元名 工業生産を支える人々 中単元名 ２ 世界とつながる自動車

２ 単元について

（１）教材について

学習指導要領第５学年の目標（１）は「我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について理解でき

るようにし，我が国の産業の発展に関心をもつようにする。」，（３）は「社会的事象を具体的に調査し，地

図や統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用し，調べたことを表現するとともに，社会的事象の意味に

ついて考える力を育てるようにする。」である。それを受け内容（２）では，「我が国の工業生産について，

次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，それらは国民生活を支える重要な役

割を果していることを考えるようにする。」と示されている。本中単元は，内容（２）の「ウ 工業生産に

従事している人々の工夫や努力，工業生産を支える貿易や運輸などの働き」を受けて設定されている。

工業は，人々の暮らしと密接に関連し，工業製品は人々の暮らしを豊かにする為に開発されてきた。我が

国では，機械工業の生産額が一番多い。その中でも自動車は生産額や輸出額において大きな割合を占め，我

が国の重要な工業製品となっている。本単元では，自動車工業を事例として取り上げ，工業生産に従事する

人々の工夫や努力に迫ることができるように構成されている。さらに，本中単元では，海外へ輸出される自

動車のゆくえや海外で生産される自動車について追究する中で，運輸や貿易の働きに気付かせるとともに，

これからの自動車づくりの課題をとらえさせることができるようになっている。

（２）児童について

本学級の児童は，社会科の学習に集中して取り組んでいる。課題に対して最後まで粘り強く取り組む姿も

多く見られる。反面，社会科の学習に対して苦手意識をもち，学習内容の理解に多くの時間がかかる児童も

見られる。

５学年の１学期には，日本の農業・水産業について，グラフや地図などの資料の情報を読み取りながら学

習を進めてきた。これまでの学習を通して，資料を読み取る力は徐々にではあるが向上してきている。しか

し，資料から課題に沿った必要な情報を得たり，その情報をまとめて表現したりする力については，個人差

が広がっている感は否めない。資料の内容が身近なものから離れ，また，資料が複数になるにつれて，苦手

意識を強めてしまっている児童も見られる。資料から読み取ったことを自分の言葉で筋道立てて，表現する

ことができる児童は少数で，特定の児童の考えに依存してしまう傾向がある。

したがって，本単元の学習においては，学習のねらいにあった資料を提示し，それを読み取る方法を支援

しながら課題解決を実現していく力を身に付けさせていく必要があると考える。

（３）指導にあたって

本単元の指導にあたっては，児童がスムーズに学習活動に取り組むことができるように，全般に渡って以

下の事項について工夫していく。

・「課題把握→予想→追究→交流→まとめ」という学習活動を展開していく。

・家庭学習と連動させて，授業の中で活用する資料の読み取りを課題として与え，資料から必要な情報を

読み取る基本的な能力の定着を図っていく。

・重要語句についての意味の確認をしっかり行い，それを掲示するなどして，児童の理解の助けとする。

・課題に対するまとめを，自分の言葉でノートにまとめさせていく。

以上のことを，繰り返し経験することにより，学習活動に対する意欲を高めるとともに，資料から必要な

情報を読み取り，それをまとめて表現する力の向上を図っていきたい。

また，必要に応じて，課題を解決するのに適した，分かりやすい資料を提示し，児童の思考や理解を助け

ることができるようにしていきたい。



３ 単元の目標

○ 工業がさかんな地域の様子を具体的に調べ，工業生産に携わる人々が生産を高める工夫・努力をしている

ことや，日本の工業の現状と課題をとらえることができる。

○ 工業生産に関する写真や地図，統計などの資料を収集・選択し，国民生活を支える工業生産の意味や，運

輸・貿易のはたらきについて関連付けながら考えることができる。

４ 単元の評価規準

【社会的事象への関心・意欲・態度】

・日本の工業生産について関心をもって意欲的に調べ，工業製品を生産する仕事の大切さを指摘しようと

する。

【社会的な思考・判断】

・工業生産に携わる人々の生産を高める工夫・努力や，工業生産と貿易・運輸のはたらきとの関わりにつ

いて考えることができる。

【観察・資料活用の技能・表現】

・工業生産に関する写真や地図，統計などの資料を，目的に合わせて収集・選択し，的確に読み取ること

ができる。

【社会的事象についての知識・理解】

・工業のさかんな地域の様子や，日本の工業の現状と課題がわかる。

５ 単元の指導計画

工業生産を支える人々（２５時間）

中・小単元名 時数 ねらい

オリエンテーション １ ○自動車の福祉車両の観察を通して，人々のくらしを豊かにする工業につ

いて興味や関心をもち，調べてみようとする意欲をもつことができるよ

うにする。

１ 自動車工場をたずね

て

（１）自動車づくりにはげ

む人々

１３

（７）

○自動車の組み立てとシートづくりの仕事について調べ，工場で働く人た

ちの工夫や努力，願いをとらえるとともに，自動車工場と関連工場との

結び付きについて気付くことができるようにする。

（２）自動車がとどくまで （３） ○完成した自動車を運ぶ仕事について調べ，輸送に携わる人たちの工夫や

努力，願いをとらえるとともに，工業生産を支える運輸のはたらきに気

付くことができるようにする。

（３）これからの自動車づ

くり

（３） ○自動車に乗る人たちの願いについて調べ，「安全で，人や環境にやさし

い」自動車づくりが進められていることに気付くことができるようにす

る。

★鉄のふるさとをたずね

よう

１ ○自動車をつくるための鉄の原料となる鉄鉱石について調べ，輸入に頼っ

ている鉄鉱石の産地の様子をとらえることができるようにする。

２ 世界とつながる自動

車 （本時２/４）

４ ○貿易による世界各国との結びつきについて調べ，その特色や問題をとら

えることから，貿易の進め方について考えをもつことができるようにす

る。

３ 工業の今と未来

（１）日本の工業の特色

５

（３）

○工業のさかんな地域や，大工場と中小工場での生産の違いについて調

べ，日本の工業の特色をとらえることができるようにする。

（２）これからの工業生産 （２） ○工業の発達と自分たちの暮らしの変化とつながりに気付き，これからの

工業生産の進め方について考えをもつことができるようにする。

自動車すごろくをつくろ

う

回る絵本をつくろう

１ ○これまでの学習をふり返り，自動車が生産されて自分たちのもとに届く

までの様子などを，すごろくや回る絵本にまとめることができるように

する。



６ 中単元の指導計画・評価計画（４時間） 本時 ２／４

７ 本時の指導

（１）目標

・日本の自動車を海外で生産することのよさを，グラフや資料をもとに調べ，貿易による世界各国との結

び付きや協力について考えることができる。

時 ねらい 学習活動 主な評価規準

自
動
車
は
世
界
へ

１

○日本の自動車の輸出がどの

ように行われているかをつ

かむとともに，地球儀を使

って，輸出国の位置や日本

からの距離・方位を調べる

ことができるようにする。

①自動車の輸出の方法を予想し合

い，船長さんの話をもとに，自動

車を外国へ輸送する仕事について

調べる。

②日本から見たアメリカ合衆国の方

位や，シアトルまでの距離を，地

図や地球儀で調べる。

③地図と地球儀の特徴をまとめ，日

本の自動車の主な輸出国の位置

や，日本からの距離・方位を地球

儀で調べる。

【技・表】地球儀を使って，世

界各国の位置や日本からの

距離・方位を調べることがで

きる。

【知・理】地図と地球儀の違い

や，それぞれの特徴が分か

る。

世
界
に
広
が
る
自
動
車
工
場

２
（
本
時
）

○日本の自動車の外国での生

産の様子を調べ，貿易によ

る世界各国との結び付きや

協力について考えることが

できるようにする。

①自動車の生産台数や輸出台数の変

化をグラフから読み取り，海外生

産が増えてきたわけを考える。

②日本の自動車が，海外のどこで，

どのように生産されているかを調

べる。

③外国との関わりを考えながら，こ

れからの日本の自動車生産につい

て，自分なりの意見をもって話し

合う。

【思・判】自動車を海外で生産

することのよさをもとに，こ

れからの自動車生産の進め

方について考えることがで

きる。

【技・表】写真や資料から，自

動車を海外で生産すること

のよさを読み取ることがで

きる。

グ
ラ
フ
を
比
べ
て
み
る
と
…

３

○グラフや地図をもとに，日

本ではどんな物が，どのよ

うに輸入されたり，輸出さ

れたりしているかを調べて

つかむことができるように

する。

①これまでに学習した食料の輸入

や，自動車の輸出についてふり返

る。

②日本全体の主な輸入品や輸出品

と，その移り変わりについて調べ

る。

③日本の輸入品・輸出品の特色や，

主な貿易相手先について分かった

ことをまとめる。

【関・意・態】日本の貿易の特

色や問題について関心をも

って調べようとする。

【思・判】日本の貿易の問題に

気付き，これからの貿易の進

め方について考えることが

できる。

【技・表】グラフや地図から，

主な輸出入品や貿易相手先，

貿易額の推移などを読み取

り，その特色をまとめること

ができる。

【知・理】日本の貿易の特色や

問題をとらえるとともに，自

分たちのくらしを支えてい

る貿易の大切さが分かる。

こ
れ
か
ら
の
貿
易
は
？

４

○日本の貿易の特色や問題を

まとめることを通して，こ

れからの貿易の進め方につ

いて考えをもつことができ

るようにする。

①輸入品や輸出品がどのように輸送

されているかを調べ，日本の貿易

の特色についてまとめる。

②貿易額の変化をグラフや資料から

読み取り，日本の貿易の特色や問

題について考える。

③貿易の進め方について，自分なり

の意見をもって話し合う。



（２）具体の評価規準

（３）展開

観点 十分満足できる（A） おおむね満足できる（B） 努力を要する児童への支援

【観察・資料活用の

技能・表現】

写真や資料から，自動車を海

外で生産することのよさを，

根拠をはっきりさせて読み取

ることができる。

写真や資料から，自動車を海

外で生産することのよさを読

み取ることができる。

写真や資料の中で，どこ

に着目すればよいのか具

体的に助言する。

【社会的な

思考・判断】

自動車を海外で生産すること

のよさをもとに，外国との関

わり方に触れながら，これか

らの自動車生産の進め方につ

いて考えることができる。

自動車を海外で生産すること

のよさをもとに，これからの

自動車生産の進め方について

考えることができる。

つり合いのとれない貿易

をしたらどうなるのか，

外国の立場に立って考え

るように助言する。

過
程 学習活動 ＊指導の留意点 ◆評価 資料等

課
題
把
握

（
５
分
）

１．前時の学習を想起する。

２．日本の自動車の国内生産台数・海外生

産台数・輸出台数の変化を読み取る。

３．学習課題を確認する。

＊日本の自動車は世界各国に輸出されてい

ることを確認する。

＊国内生産・海外生産・輸出の言葉の意味を

確認する。縦軸・横軸の単位を確認する。

＊国内生産台数と輸出台数が１９９０年代

に入り減少しているのに対し，海外生産台

数が増加していることをおさえる。

・（教）Ｐ９２

日本の自動車の

生産台数と輸出

台数の変化

・（資）Ｐ６２

自動車の生産台

数と輸出台数の

変化

・（資）Ｐ６３

自動車の現地生

産台数と輸出台

数の変化

課
題
追
究

４．海外生産がふえてきたわけを予想する。

・輸出に比べて手間と時間がかからない。

・現地ですぐに販売することができる。

・外国に運ぶお金がかからない。

・工場を建設する広い土地がある。

・働く人の数が多い。

・自動車の材料がすぐ手に入る。

５．海外生産のよさについて調べる。

・その国の多くの人たちが，工場で働くこ

とができる。

・その国の工場でつくった部品を使うこと

ができる。

＊海外生産にはメリットがあることを知ら

せ，そのよさを考えるように確認する。

＊予想を板書に位置付ける。

＊資料を提示し，海外生産のよさを読みとる

ことができるようにする。

＊資料の中に，読み取る為の視点を示す。

◆自動車を海外で生産することのよさを，資

料をもとに読み取ることができたか。

・（自）

外国の自動車工

場の写真

現地工場の種類

と従業員数

外国の自動車工

場の分布図

（教）P９３

世界に広がる日

本の自動車工場

と，現地での生

産台数

自動車の海外生産がふえてきたのはなぜだろう。



過
程 学習活動 ＊指導の留意点 ◆評価 資料等

課
題
追
究

（
３
０
分
）

６．調べたことを発表し合い，考えを深め

る。

・現地の多くの人たちが仕事に就くことが

できる。

・現地の材料や部品を使ったりすることが

できる。

・生産した自動車を他の国に輸出できる。

→現地の産業を発展させることができ

る。

７．これから日本はどんなことに気を付け

て自動車の貿易を行っていけばよいか

考え，話し合う。

・自分の国のことだけ考えない。

・海外生産をもっと多くする。

・その国に合う仕事の仕方を取り入れる。

・世界の人々や環境のことを考えた自動車

づくりを進める。

＊現地の人たちが就労できること，現地の材

料や部品を使用することのよさを考える

ことで，つり合いのとれた貿易と外国との

協力の大切さを理解することができるよ

うにする。

＊現地で生産した自動車をどうするのかに

ついて発問し，現地の産業に与える影響を

考えることができるようにする。

＊貿易摩擦について確認し，その緩和の為に

海外生産を増やしてきたことを知らせる。

＊教科書Ｐ９２を読み，資料から読み取った

海外生産のよさを確認する。

＊貿易は一方向でなく，双方向で進めること

が大切であることをおさえる。

◆これからの，自動車貿易による世界各国と

の付き合い方について考えることができ

たか。

・（自）

海外工場で勤務

された経験のあ

る方の話

ま
と
め
る

（
１
０
分
）

８．まとめる。

９．次時の学習内容を知る。

＊課題について自分の言葉でまとめさせる。

・日本の主な輸入品や輸出品と，その変化に

ついて調べることを知らせる。

自動車の海外生産がふえてきたのは，その国のためになること

がたくさんあり，つり合いのとれた貿易をすることができるか

らである。

これからも，日本のことだけでなく，世界の国々のことを考え，

協力し合って自動車づくりを進めていくことが大切である。


